
世界を変えるための 17 の目標

男女共同参画ってなあに？　Part 109

問い合わせ先　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３３）

男女（みんな）の個性が輝き　男女（みんな）の個性が輝き　
　　思いやりでつながるまち　とね　　思いやりでつながるまち　とね

『理工チャレンジ（リコチャレ）』概要『理工チャレンジ（リコチャレ）』概要
　女子中高生・女子学生の皆さんが、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメー
ジして進路選択（チャレンジ）することを応援するため、内閣府男女共同参画局が中心となって行っ
ている取り組みです。理工系分野が充実している大学や企業など『リ
コチャレ応援団』の紹介や、団体が実施するイベント情報の提供、
理工系分野で活躍する女性からのメッセージ紹介などを行っていま
す。メッセージを掲載している先輩女性の中には質問も受け付けて
いる方もいますので、ぜひ活用してください。

内閣府男女共同参画局からのメッセージ内閣府男女共同参画局からのメッセージ
　女性がさまざまな分野にチャレンジしていくことにより、多様な視点や発想が加わり、活力ある
生き生きとした社会の実現が期待されています。
　しかし、理工系分野に興味がある人たちの中には、「女性が少ないと聞くけれど、やっていけるか
な」「結婚したり、育児したりするときに研究を続けられるか不安」と思っている人もいるかもしれ
ません。また、「どんな研究をして、どんな仕事に繋げていけば良いのだろう」と将来のイメージを
持てない人もいるかもしれません。
　そんなあなたは、大学や企業などさまざまな『リコチャレ応援団』の見て聞いて体験できる、楽
しいイベントに足を運んでみてください。そして、理工系分野で活躍している先輩たちの心強い話
を聞いてみてください。
　未来の夢に向かって、ぜひ、勇気のあるチャレンジを！
　内閣府男女共同参画局はあなたの夢を応援しています。 ◀ 男女共同参画局（リ

コ チ ャ レ ） ホ ー ム
ページ二次元コード

認知症地域支援推進員のつぶやき　№ 57

会いたい人

　SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015 年の国連サミットにおいて全ての加盟
国が合意した「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中で掲げられました。2030 年を達成年限とし、17 のゴー
ルと 169 のターゲットから構成されています。

SDGs とは？

私たちはここにいます！　認知症地域支援推進員配置施設
●地域包括支援センター　　　☎６８－８９４１　　●複合施設　響　　　　　　　☎６１－８５００
●利根町保健福祉センター　　☎６８－８２９１　　●介護老人保健施設もえぎ野　☎８４－６０８１

目標９　産業と技術革新の基盤をつくろう
目標９のターゲットは８です。主なターゲットをご紹介します。
9.1　 全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、地

域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）なインフラを
開発する。

9.2　 包摂的かつ持続可能な産業化を促進し、2030 年までに各国の状況に応じて雇用及び GDP に占
める産業セクターの割合を大幅に増加させる。後発開発途上国については同割合を倍増させる。

　幼い頃、共働きの親に代わって私の面倒をみてくれたのは、４つ年上の姉でした。宿題や学校の準備、食事や
お風呂までお世話になりました。髪の毛を洗う時は、何度も洗面器でお湯をかけてくれたのを思い出します。両
親も亡くなりお互いに高齢者の仲間入りをした姉妹。年に１回は会いましょうと決めていても体調がすぐれな
かったり、用事が出来たりと予定は未定に。パートナーや孫の様子を気にしながら、会えば幼いころの話になり
ます。最近は、言葉がなかなか出てこなくなり　あれ、これ、それと、感覚でコミュニケーションをとることが
多くなってきました。電車に乗って出かけるのも一苦労、券売機も改札もタッチパネル。一年に１回だと、二人
が合流するまでハラハラドキドキです。今年も、携帯電話を握りしめ約束の場所へ、無事に再会できました。会っ
て顔を見てゆっくり話し始めると何とも心が落ち着き、言葉は出てこなくても穏やかな時間を楽しみました。
　もし私や姉が認知症になったら会えなくなるのかな？車の運転ができなくなり、電車で目的地に行くことも、
時間の見当もきびしくなってやりたいことが少しずつできなくなっていくのかな？いやいや技術は、日進月歩。
認知症予防薬の開発や介護ロボットの登場はテレビでも放送されています。何度同じことを尋ねても優しい受け
答えをしてくれる　昔話にも付き合ってくれる　そんなロボットが既に開発されています。ただお値段がね。遠
くない将来、カーナビならぬヒューマンナビに連れられ、会いたい人との再会を楽しめるそんな時代が来るでしょ
うか。
　年を重ね認知症になっても明るく前向きに生きている友人、いつまでも私を心配してくれる姉、人の絆はこれ
からも続きます。ハラハラドキドキも大切だなと思う今日この頃です。
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